
安全性・おいしさの更なる向上
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水源から蛇口に至る
トータルシステムによる水道技術

水資源と水質保全
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環境に配慮した取組

広域連携・海外展開の推進と水道技術の継承
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水道施設関係年表

工業用水道施設関係年表

　現在、淀川から原水を取水している9水道事業体（大阪市、守口市、枚
方市、吹田市、尼崎市、伊丹市、西宮市、大阪広域水道企業団、阪神水道企
業団）により構成される「淀川水質協議会」は、淀川の水源水質を保全す
るため、昭和40年８月に結成され、水源水質の測定、調査及び水質保全に
関する関係団体への要望等、水源水質保全のための活動を積極的に行っ
ている。

　より安全で良質な水道水の安定供給を目指し、浄水場ISO9001を礎に、
水安全計画やその他の、安全・品質管理の取組を統合し、当局独自の「水
安全マネジメントシステム」を構築し、食品安全管理の国際規格である
ISO22000の認証を取得した。（平成20年12月 公営の水道事業体とし
ては世界初）


